
第１項 山梨統括センター車両検修業務を松本車両センターに業務移管する根拠を明らかにすること。 

第３項 ＪＥＴＳ甲府とＪＥＴＳ大月の車両検修業務発注の指揮命令系統を明らかにすること。 

第４項 前日勤務者との交代時に生じる不在時間をなくす作業ダイヤ調整を行うこと。また本線上での

大規模な車両不具合が発生した際に、松本車両センター本所からの応援出動に生じる足ロス

について対策を明らかにし、迅速に対応できる体制を構築すること。 

第２項 出動時における業務指示の指揮命令系統を明らかにすること。 
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発行責任者 

野中 広俊 

202６／４／１８ 

№８６ 

団体交渉を行う その①

八王子支社より「車両検修体制の見直しについて」と称した、山梨統括センターで行っている車両検修業務を松本

車両センターに業務移管する施策が提案されました。八王子地本として今まで培ってきた車両検修対応レベルを維

持しつつ、現場で働く組合員が安心して業務遂行できる体制にするためにも、団体交渉をおこないました。 

施策の目的は？ 社員の活躍フィールドの拡大も目的。松本に移管することで在勤指定にならず松本車セ所属と

して様々な場面で活躍できる。 

本体で行っていた臨時仕業検査は松本車セ社員が2名体制で行う。 

提案時に山梨統括センターでも軽微な対応する 

と言っていたがその場合の指示は？ 

説明時の内容を訂正させてもらいたい。山梨統括センターの 

社員は車両修繕業務を対応しない。 

甲府留置線、大月駅構内のＪＥＴＳは山梨統括センターの管轄か？ その辺りは変わらない。 

将来的に山梨統括センターで車両検修を精通している人がいなく

なる懸念をしているが、作業発注できるのか？ 

 

監督員教育を受けている管理者であれば

発注業務を担える。 

臨時に本体が甲府で仕業検査をする場合の対応は？ 松本から応援で人を出し、２名体制で行う。 

甲府派出の 

作業ダイヤは？ 

松本車両センター本所で出勤点呼→松本発１８Ｍ列車で移動→甲府１１：１５着→泊勤務 

翌日の甲府発１Ｍ列車で移動→松本８：２８着→松本車両センター本所で退勤点呼 

松本に移管されると検修担当の指示は田端指令の指示か？

長野指令の指示か？ 

各運用指令から松本車両センターの運用当直に

連絡、そこから派出に連絡する。 

今後の監督員の教育体制は？ 当直に入る管理者や異動者について教育を行っていく。 

 



第５項 施策実施に向けた松本車両センター社員への教育体制を明らかにすること。また地域の特情

を踏まえて教育訓練を実施すること。 

 

第６項 山梨統括センターの体制変更に伴い、組合員の異動・担務変更が生じる際には、本人の希望

を尊重すること。 

 

第４項 前日勤務者との交代時に生じる不在時間をなくす作業ダイヤ調整を行うこと。また本線上での

大規模な車両不具合が発生した際に、松本車両センター本所からの応援出動に生じる足ロス

について対策を明らかにし、迅速に対応できる体制を構築すること。 

第７項 施策実施後に問題が発生した際は、労使で議論し問題解決を図ること。 
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発行責任者 

野中 広俊 

202６／４／１８ 

№８７ 

団体交渉を行う その②

理想は甲府で交代し２４時間体制を構築することだ。 

今後考えを変更する考えはあるか？ 

不在時間が生じることによる課題はある。 

施策を行う中で考えの変更は否定しない。 

不在時間が甲府のラッシュ時に重なる。問題ないか？ 不在時間の課題はあるが、これまでの実績を踏まえると

対応できるという判断をしている。 

緊急自動車の運転は１名では乗れない。 山梨の人と一緒に乗る二人体制になる。 

 

車両検修業務で使用する山梨統括センターの緊急用 

自動車について今後はどうするのか？ 

山梨統括センターと松本車両センターで調整を行い、 

松本車両センターでも使用できるようにした。 

業務等の引継ぎ教育はどうなっているのか？ 

 

５月１日に向けて必要な教育は行っていく。 

安全な作業を行うためには教育をしっかり行う必要 

がある。新たな職場へ行くにあたっての教育は？ 

 

山梨統セの教育を活用し、必要な訓練は行っていく考え。 

車両検修職は首都圏本部所属になり、今までの支社の垣根を 

またがった希望にそぐわない異動が行われ、簡苦を出す事象も 

多く発生している。本人の希望をしっかり聞いて欲しい。 

 

生活面も含め任用の基準で判断していく。 

任用の基準だけでなく、本人のキャリアプランや 

生活もあるそういった面も鑑みて欲しい。 

社員とは丁寧にコミュニケーションを取っていく。 

問題発生時は労使で議論できるようにしてほしい。 具体的な提起をいただければ議論する。 

 


